














　色素性幹皮症についての細胞レベルでの診断技術,すなわち紫外線誘発不定

期 DNA合成のレベルを定量的に取扱う技術を改良することによって日本人家系

約 40組の相補性群を決定した。殆んどすべての家系は A群に属し,僅か 1家系

が D群という結果を得たがこのことは欧米の家系における分布との間に極立っ

た差を示している。アフリカと日本以外のアジア,中南米の家系調査は未だ行

われていないが人種的な差があることを推測させる。


